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現
在
、
同
社
は
「
世
界
で

存
在
感
の
あ
る
企
業
へ
の
進

化
」
を
目
指
す
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
２
０
２
６
の
実
現
に
向

け
、
積
極
的
な
事
業
展
開
を

進
め
て
お
り
、
近
年
の
国
内

外
で
拡
大
す
る
化
粧
品
需
要

に
対
し
、
２
０
１
７
年
に
は

群
馬
工
場
内
に
新
生
産
棟
を

稼
動
し
、
２
０
１
８
年
に
は

狭
山
工
場
を
再
整
備
す
る
な

ど
、
生
産
能
力
拡
大
を
図
っ

て
き
た
。

　

新
生
産
拠
点
に
つ
い
て

は
、
ス
キ
ン
ケ
ア
・
ヘ
ア
ケ

ア
製
品
を
中
心
と
し
、
今
後

の
需
要
拡
大
へ
の
ス
ピ
ー
デ

ィ
な
対
応
が
可
能
と
な
る
工

場
を
目
指
す
。

　

具
体
的
に
は
、
南
ア
ル
プ

ス
山
脈
で
育
ま
れ
た
清
澄
な

水
と
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ

た
環
境
の
下
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２

７
１
６
化
粧
品
Ｇ
Ｍ
Ｐ
に
準

拠
し
た
生
産
環
境
、
万
全
な

品
質
保
証
体
制
の
中
で
生
産

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な

価
値
を
加
え
、
経
済
性
・
機

能
性
に
優
れ
た
環
境
配
慮
型

の
工
場
と
し
て
整
備
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
新
生
産
拠
点
の
稼

動
後
は
、
各
生
産
拠
点
の
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
な
活
用
に
よ

り
、
高
品
質
で
競
争
力
の
高

い
製
品
の
確
実
で
タ
イ
ム
リ

ー
な
供
給
と
、
在
庫
・
コ
ス

ト
の
低
減
等
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
経
営
基
盤
の
強
化
に
つ

な
げ
て
い
く
。

　

新
生
産
拠
点
概
要
／
建
設

予
定
地
＝
山
梨
県
南
ア
ル
プ

　

資
生
堂
は
２
０
１
９
年

に
、
新
し
い
企
業
使
命
で
あ

る
「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｙ 

Ｉ
Ｎ

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ 

Ｆ

Ｏ
Ｒ 

Ａ 

Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
（
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
よ
り
よ

い
世
界
を
）」
を
策
定
し
、

１
０
０
年
先
も
持
続
的
に
輝

き
成
長
し
続
け
る
企
業
で
あ

る
た
め
に
、
本
業
を
通
じ

た
「
美
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
に
よ
っ
て
、
持
続
可
能

な
よ
り
よ
い
世
界
の
実
現
に

長
期
視
点
で
取
り
組
み
を
進

め
る
中
、
海
洋
ご
み
と
し
て

世
界
の
大
き
な
環
境
課
題
の

１
つ
に
な
っ
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
問
題
解
決
を
図
る

べ
く
、
カ
ネ
カ
の
保
有
す
る

独
自
の
素
材
開
発
技
術
と
、

資
生
堂
の
長
年
に
わ
た
る
化

粧
品
な
ど
の
容
器
開
発
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
融
合
さ
せ
る
こ
と

で
、
環
境
に
配
慮
し
た
素
材

（
環
境
負
荷
の
少
な
い
生
分

解
性
容
器
）
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
に
し
た
。

　

資
生
堂
は
、
２
０
１
８
年

よ
り
日
本
企
業
と
し
て
初
め

て
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ

ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｐ
ａ
ｃ

ｋ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｉ
ｎ
ｉ
ｔ

ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｃ

ｏ
ｓ
ｍ
Ｅ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
＝
化
粧

　

論
文
賞
は
、
材
料
技
術
研

究
協
会
が
編
集
・
発
行
す
る

研
究
論
文
雑
誌
「
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｌ 

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ

Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ 
材
料
技
術
」
に

掲
載
さ
れ
た
論
文
の
中
か

ら
、
特
に
優
秀
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
論
文
を
選
出
し
、

表
彰
す
る
も
の
。
今
回
は
、

セ
ラ
ミ
ド
脂
質
を
水
中
に
配

合
す
る
革
新
的
な
技
術
が
、

社
会
に
対
し
多
大
な
貢
献
を

し
た
点
が
評
価
さ
れ
た
。

　

健
康
で
美
し
い
肌
の
維
持

に
欠
か
せ
な
い
角
層
細
胞
間

脂
質
の
中
で
も
主
成
分
で
あ

る
セ
ラ
ミ
ド
は
、
角
層
機
能

の
維
持
に
働
く
た
め
多
く
の

と
の
共
同
成
果
と
し
て
、

「
高
い
浸
透
性
を
実
現
！

コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
デ
リ
バ

リ
ー
技
術
を
活
か
し
た
ス

キ
ン
ケ
ア
製
剤
の
開
発
」

（
17
日
13
時
50
分
～
14
時

20
分
、
Ｆ
会
場
）
と
題
し

た
提
案
を
行
う
。
有
効
成

分
の
内
包
率
向
上
と
導
入

液
的
機
能
性
を
発
揮
す
る

「
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
デ
リ

バ
リ
ー（
Ｃ
Ｄ
Ｓ
）技
術
」

と
い
う
独
自
の
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
詳
細
な
デ
ー

タ
を
含
め
て
説
明
し
、
認

知
普
及
を
図
っ
て
い
く
。

　
「
ブ
ー
ス（
Ｃ
４
―
５
）

で
も
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

丁
寧
に
紹
介
し
て
い
る
の

で
、
是
非
多
く
の
方
に
来

場
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

（
同
社
）

携
で
は
、
カ
チ
オ
ン
フ
リ

ー
で
一
定
の
ダ
メ
ー
ジ
ケ

ア
効
果
が
期
待
さ
れ
る
、

同
社
独
自
の
機
能
性
ト
リ

ー
ト
メ
ン
ト
成
分
「
Ｓ
Ｉ

―
ア
ミ
ノ
」
を
開
発
し
、

広
範
囲
の
ヘ
ア
ケ

ア
製
品
開
発
に
つ

な
げ
て
い
る
。

　

技
術
発
表
に

も
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
メ
ー

カ
ー
と
し
て
唯
一

参
加
し
、
同
大
学
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究
を
実
行
し
、
新
規
・
既
存

事
業
へ
活
用
す
る
シ
ー
ズ
を

創
出
す
る
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
新
規
有
効
成
分
や
新
剤

型
の
開
発
だ
け
で
な
く
、
イ

ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
研
究
も
行

っ
て
い
る
。
同
社
で
は
、
今

回
の
受
賞
を
機
に
、
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
く
革
新
的
な
製

剤
化
研
究
を
さ
ら
に
進
め
て

い
く
。

化
粧
品
に
配
合
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、

セ
ラ
ミ
ド
が
脂
質
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
水

に
溶
け
き
れ
な
か
っ

た
り
、
沈
殿
し
て
し

ま
っ
た
り
す
る
た

め
、
ス
キ
ン
ケ
ア
化

粧
品
で
最
も
使
用
さ

れ
て
い
る
化
粧
水
へ

の
配
合
は
困
難
だ
っ
た
。
そ

こ
で
研
究
で
は
、
セ
ラ
ミ
ド

を
水
中
へ
安
定
に
配
合
さ
せ

る
製
剤
化
技
術
の
検
討
を
行

っ
た
。

　

セ
ラ
ミ
ド
を
水
中
に
配
合

す
る
に
は
、
セ
ラ
ミ
ド
を
水

に
な
じ
み
や
す
い
成
分
と
一

緒
に
微
粒
子
化
す
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
と
考
え
た
同
社
で

は
、
セ
ラ
ミ
ド
と
組
み
合
わ

せ
る
成
分
の
種
類
や
比
率
を

検
討
し
、
水
中
で
の
状
態
を

評
価
し
た
。
そ
の
結
果
、
セ

ラ
ミ
ド
の
水
へ
の
溶
解
を
助

け
る
成
分
と
、
微
粒
子
の
形

成
を
助
け
る
成
分
を
そ
れ
ぞ

れ
見
出
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

セ
ラ
ミ
ド
を
含
ん
だ
ナ
ノ
レ

ベ
ル
の
楕
円
状
微
粒
子
を
作

る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
微
粒
子
を

配
合
し
た
化
粧
水
を
肌
へ
塗

布
す
る
と
、
角
層
細
胞
が
成

熟
し
、
角
層
の
水
分
蒸
散
量

が
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
効
果

も
確
認
し
て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
の
研
究
・
開
発
・

生
産
を
担
う
ポ
ー
ラ
化
成
工

業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー（
Ｆ
Ｒ
Ｃ
）は
、

マ
ル
チ
プ
ル
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

（
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
）
が
決
定
し
た

研
究
戦
略
に
基
づ
い
て
、
新

価
値
創
出
を
目
的
と
し
た
研

品
の
た
め
の
持
続
可
能
な
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
へ
の
取
り
組

み
）
に
参
加
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
化
粧
品
会
社
と
協
業
し

て
「
持
続
可
能
な
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
の
未
来
を
と
も
に
描

く
」
と
い
う
共
通
の
目
標
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
１
年
か
ら

サ
ト
ウ
キ
ビ
由
来
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
容
器
を
ヘ
ア
ケ
ア
商
品

の
容
器
に
採
用
し
、
２
０
１

５
年
か
ら
は
回
収
さ
れ
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
メ
カ
ニ
カ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
再

生
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
樹
脂
を
ボ

デ
ィ
ー
シ
ャ
ン
プ
ー
の
容
器

に
採
用
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
独
自
の
技
術
や

社
外
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、
商
品
の
使
い

や
す
さ
や
美
し
さ
だ
け
で
な

く
環
境
へ
の
配
慮
を
追
求
し

た
容
器
の
開
発
な
ど
を
行

い
、
環
境
負
荷
の
最
小
化
を

目
指
し
て
い
く
。

ス
市
▽
敷
地
面
積
＝
11
万
１

５
２
５
㎡
▽
主
要
用
途
＝
化

粧
品
工
場
（
大
ロ
ッ
ト 

ス

キ
ン
ケ
ア
・
ヘ
ア
ケ
ア
製
品

中
心
）
▽
生
産
能
力
＝
１
億

個
～

　

コ
ー
セ
ー
は
、
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
に
新
た

な
生
産
拠
点
（
仮
称
＝
南
ア
ル
プ
ス
工
場
）
を

建
設
し
、
今
後
の
需
要
拡
大
に
向
け
、
中
長
期
で

安
定
的
に
対
応
で
き
る
生
産
供
給
と
品
質
管
理
体

制
の
構
築
に
取
り
組
む
。
な
お
、
新
生
産
拠
点
は

２
０
２
１
年
度
の
稼
動
を
予
定
し
て
お
り
、
総
投

資
額
は
１
５
０
～
２
５
０
億
円
を
見
込
む
。

　

資
生
堂
は
、
カ
ネ
カ
と
海
水
中
で
高
い
生
分
解
性
を
持
つ
独
自
素
材
「
カ
ネ
カ
生

分
解
性
ポ
リ
マ
ー
Ｐ
Ｈ
Ｂ
Ｈ
（
１
０
０
％
植
物
由
来
の
バ
イ
オ
ポ
リ
マ
ー
）」
の
化
粧

品
容
器
な
ど
へ
の
活
用
を
目
指
し
、共
同
開
発
を
開
始
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。今
後
、

化
粧
品
の
容
器
や
用
具
、
包
装
資
材
、
什
器
な
ど
様
々
な
用
途
へ
の
可
能
性
を
両
社

で
協
議
・
検
証
を
重
ね
、
早
期
の
実
用
化
を
目
指
す
。

　

ポ
ー
ラ
化
成
工
業
は
、

材
料
技
術
研
究
協
会
が
刊

行
す
る
材
料
技
術
誌
「
平

成
30
年
度 

論
文
賞
表
彰
」

に
て
、「
水
中
に
お
け
る

セ
ラ
ミ
ド
脂
質
の
ユ
ニ
ー

ク
な
微
粒
子
分
散
系
の
調

製
と
角
層
へ
の
有
用
性
に

関
す
る
研
究
」（
発
表
者
＝
赤
塚
秀
貴
氏
、加
治
恵
氏
、

土
屋
好
司
氏
、
酒
井
秀
樹
氏
）
と
題
し
た
論
文
が
技

術
賞
を
受
賞
し
、
４
月
20
日
に
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。

カ
ネ
カ
と
海
水
中
で
高
い
生
分
解
性
を
持
つ

容
器
の
早
期
実
用
化
め
ざ
す

生
分
解
性
化
粧
品
容
器
の
共
同
開
発
を
開
始

資生堂

山梨県南アルプス市に
新生産拠点を建設

コ
ー
セ
ー総投資額は１５０～２５０億円、２０２１年度の稼動めざす

材料技術誌の「技術賞」を受賞
セラミド脂質を水中に配合する革新的技術で

ポーラ化成工業

　

神
奈
川
大
学

と
の
連
携
で

は
、
三
相
乳
化
技
術
の
推

進
に
加
え
、
新
ソ
フ
ト
ナ

ノ
粒
子
を
開
発
。
油
剤
の

乳
化
に
限
ら
ず
、
疎
水
性

粉
体
の
水
分
散
を
可
能
に

し
、
幅
広
い
ベ
ー
ス
開
発

を
実
現
し
て
い
る
と
い
う
。

　

明
治
薬
科
大
学
と
の
連

　

ア
リ
エ
ミ
ロ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
は
、
第
９
回
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
に
出
展
し
、
産
学
協
同
で
培
っ
た
同
社
独
自
の
技
術
を
披
露
す

る
。
同
社
は
、
神
奈
川
大
学
や
明
治
薬
科
大
学
な
ど
と
連
携
し
、

産
学
連
携
に
よ
る
技
術
革
新
を
進
め
て
き
た
。
今
回
の
展
示
で
は
、

こ
の
成
果
と
し
て
３
つ
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
製
品
の
開
発
提
案
を
中

心
に
紹
介
し
て
い
く
。

産
学
連
携
に
基
づ
く
３
つ
の
新
技
術
を

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

Ｊ
ａｐ
ａｎ
で
紹
介

アリエミロットグループ

石橋奈央子社長


